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研究成果の概要（和文）：　本研究では、コミュニティワークの社会教育的アプローチを構築するための理論的、実践
的な研究である。
　以下の諸点を明らかにした。第1に、コミュニティワークをすすめる際に、参加する人びとのエンパワーメントをは
かる必要があり、そのためには教育的アプローチが必要である。第2に、教育的アプローチとは、講座を開催するとい
う手法ではなく、参加を深めるような教育的支援が求められる。第3に、教育者の役割は、この参加を支援するために
学ぶ環境をつくることが大切である。
　研究成果を有効なものにするために、「市民参加でつくる計画・評価のためのツール」を開発し、NPOなどで活用さ
れている。

研究成果の概要（英文）：In this study, we explorer theoretically and practically how we develop adult 
educational approach for community development.What we made clear are following points;1)Empowerment of 
participants shall be taken consideration for community development. Therefor we need take educational 
approach.2)Educational approach is not to lecture on the course, but to educational support so that 
participants further take part in practice.3)It is important that the role of educator is to support 
creating a learning environment.For making more effective, we made “Practice Tool for Planning and 
Evaluation of Community Development” and were used at Practice of NPO.

研究分野： 教育学
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１．研究開始当初の背景 
この研究は,地域づくりと社会教育の系

譜に属する.しかしながら,鈴木敏正らの一

連の研究でも先進事例の実証的研究にとど

まっており,いかにその実践をつくること

ができるのか,その際に,社会教育の理論と

実践がどのような意味をもつのか,という

視点は希薄であった.求められるのは,より

実践的なアプローチの理論的基礎づけと技

法の開発である. 

本研究の着想は大きく 2 つの研究の批判

的検討にもとづく.その第 1 は,社会福祉領

域の研究である.日本ではコミュニティワ

ークは社会福祉学領域の独壇場であり,地

域援助法として理解されている.しかし,①

社会福祉の領域では,個別ケースの福祉ニ

ーズを充足することが重要であり,コミュ

ニティ・アプローチが固有のものとしてと

られているわけではない.②これと関係し

て,福祉ニーズ実現のための医療・福祉領域

の人・機関のネットワーク形成にとどまっ

ており,〈福祉関係者〉を越える人びとの参

加や地域の諸問題の解決は必ずしも実践の

射程には入らない.③方法論のレベルでも,

資源の発掘とネットワーク化が重視される

が,いかに地域の課題解決能力を高めるの

か,という問題意識も手法も未開拓である.

つまり,コミュニティワークとしての理論

も実践も未成熟なまま一般論にとどまって

いるのである. 

第 2 に,World Bank や UNDP などの国

際機関が提唱する community capacity 

development などの実践と研究である.こ

のアプローチでは地域社会にある既存のキ

ャパシティの要素に注目して,当事者たち

の自主的で主体的な参画を促しつつ,この

力を高めるための取り組みをすすめる.そ

れを保証する政策や制度をつくることがめ

ざされる.しかし,それは国レベルの政策や

制度の転換を図るマクロなアプローチであ

り,より小地域でのキャパシティをどのよ

うに高めるのか,という課題に応える視点

や方法論をもちえていない.キャパシティ

を構成する個人,個人のエンパワーメント

をいかに図るのか,という点が理論と実践

の明らかにすべき点である.教育的アプロ

ーチの構築が必要な理由もここにある. 
 
２．研究の目的 
 現代社会には高齢・少子化,環境問題など,

その解決を求められる諸課題がある.その

解決に際しては,行政を中心とした介入に

もまして,地域社会の課題解決力に対して

期待が寄せられている.しかし,コミュニテ

ィ・エンパワーメントを担うコミュニティ

ワークは,主に社会福祉学の領域で理論的

検討と実践がすすめられているが,社会福

祉の資源に限定したアプローチのために,

その本来もっている可能性をくみ尽くすこ

とができていない.本研究では,①コミュニ

ティワークの社会教育的アプローチの可能

性を理論的に基礎づけるとともに,②健康

づくり,震災からの復興をめぐる対象地域

をとりあげ,アクションリサーチによりな

がら実践の手法を開発することを試みる.

この教育的アプローチの意義は,住民の地

域活動への参加とエンパワーメントを図る

ことを通して,地域力を高める点にある. 
 
３．研究の方法 
上記の研究課題を達成するために,次の

ような研究課題を設定して研究をすすめ

る. 

①イギリス,アメリカのコミュニティワ

ークの理論と実践の検討,日本の社会福祉

の先行研究を批判的に検討することをとお

して,社会教育的アプローチの視点と介入

の技法を明らかにする. 

②実証と実践のフィールドとして,現代

的課題である「健康のまちづくり」,「震災

からの地域の復興・再生」という 2 つの地



域課題に即して選定し,住民の自主的な活

動を組織・支援するアクションリサーチの

手法をとりつつ調査をすすめる. 

③構成主義の立場から,住民の活動への

参加をとおして,何を学んだのか,いかに学

んだのかということについてのヒヤリン

グを実施し,その知見を理論化する. 

④以上の研究を総括し,コミュニティワ

ークの社会教育的アプローチの理論と技法

を提示したい. 

 

４．研究成果 

本研究では,コミュニティワークの社会教

育的アプローチを構築するための理論的,実

践的な研究である. 

 以下の諸点を明らかにした.第 1に,コミュ

ニティワークをすすめる際に,参加する人び

とのエンパワーメントをはかる必要があり,

そのためには教育的アプローチが必要であ

る.第 2 に,教育的アプローチとは,講座を開

催するという手法ではなく,参加を深めるよ

うな教育的支援が求められる.第 3に,教育者

の役割は,この参加を支援するために学ぶ環

境をつくることが大切である. 

 研究成果を有効なものにするために,「市

民参加でつくる計画・評価のためのツール」

を開発し,NPO などで活用されている. 
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